
中１数学Ａ ２０２０年度春期講習 文字式とその応用 

§５ 数列の和 

※ 欠席してしまった場合は、問 5.1, 問 5.2を解いてみよう。

問５.１

1番目は 4本で、その後 3本ずつ増えていくので、 n番目は
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本と分かる。

補足：1番目の 4本を1+3本と考えれば、n番目は
     LE55555555F

個の和
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n 本と考えることもできます。

また、n番目の図形は正方形 n個でできていて、 1n 本の辺が共有されているので、

使われているマッチ棒は

      4 ( 1) 4 1 3 1n n n n n 本と考えることもできます。
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問５.３ 

(1)

(2) 89以下では、対角線上の数は、確かにすべて素数となっているので、この図の外側まで
同じことが成り立ちそうだと思うかもしれませんが、それは予想でしかありません。

(3) 対角線上の数は、1番はじめの数が 41で、その後 2, 4, 6, … と偶数を小さい順に足してい
くことで得られるので、対角線上の n番目の数は、41に 2から 2( 1)n までを足した数、す

なわち、
            L L41 (2 4 6 2( 1)) 41 2(1 2 3 ( 1))n n

です。

ここで、問 5.2 (2) と同様に考えると、
      L2(1 2 3 ( 1)) ( 1)n n n

となることがわかります。

よって、対角線上の n番目の数は、  41 ( 1)n n です。

(4) (3)の結果より、対角線上の 41番目の数は、41 40 41 41 (1 40) 41 41       となり、素数

にはなりません。よって、この図の外側まで含めた対角線上の数がすべて素数になるわけで

はありません。
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